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Abstract: The One Click Access Task (1CLICK) is one of the tasks of NTCIR that requires

systems to return a concise multi-document summary of web pages in response to a query which is

assumed to have been submitted in a mobile context. Our goal is to retrieve “information” rather

than documents to directly and immediately satisfy a user’s information need. We report the result

of the second 1CLICK task in NTCIR-10 (1CLICK-2), and describe participants’ approaches to

discuss who can benefit from the participation in the 1CLICK task. Furthermore, we introduce the

next round of the 1CLICK task called MobileClick, in which participants are required to submit a

two-layered summarization suitable for mobile information access.

1 はじめに

NTCIR (NII Testbeds and Community for Infor-

mation access Research) はアジア言語に焦点を当て
た，1年半ごとに開催される情報アクセスシステムの評
価フォーラムである．本報告では，NTCIRの一タスク
である，1CLICK (One Click Access)タスク [Sakai 11,

Kato 13]を紹介する．1CLICKタスクは，与えられた
クエリに対して簡潔な複数文書要約を検索結果として
出力するタスクであり，特に，モバイルユーザの情報
アクセスを想定したタスクとなっている．例えば，テ
レビを店で買う際にプラズマと液晶の違いを知りたく
なったユーザが，「プラズマ 液晶 違い」というクエリを
携帯端末で入力したとする．検索ボタンがクリックさ
れた後，従来の検索システムであれば，順位付けされ
た文書のリストを出力する．もしユーザが事実に基づ
く解説や利用者の使用感など多角的な視点から違いを
調べたい場合には，これらのリストを順に閲覧し満足
するまで何度も検索結果をクリックをしなければなら
ない．1CLICKタスクは，検索ボタンがクリックされ
た後，それ以上クリックをせずに，即座に必要な情報が
得られるようになることを目的として提案された．従
来の検索システムが提示する 10件の URLリストの代
わりに，1CLICKシステムは複数の文書の重要な「情
報」を要約してユーザに提示するのである．
参加システムは，iUnitと呼ばれる最小の情報単位を

どれくらい多く含むか，より重要な iUnitを要約の最
初の方に出力することができるか，また，いかにユー

表 1: クエリ「北川景子」の iUnit例．

ID entails semantics vital string w

I001 身長： 160cm 160cm 11
I004 1986 年生まれ 1986 年生まれ 18
I049 I050 2009 年明治大学卒 2009 年 15
I050 明治大学卒 明治大学卒 11
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図 1: 1CLICKシステムの評価．

ザが読む文章量を少なくできているか，という観点か
ら評価される．表 1はクエリ「北川景子」に対して用
意された iUnit の例を示す．各 iUnit はその内容を示
す semantics，semanticsの最小のテキスト表現である
vital string，そして，重要度を表す重み wによって構
成されている．iUnit間には含意関係がある場合があり，
含意する iUnitsの IDが entails列に書かれている．例
えば，iUnit I049は I050を含意している．
2回目の1CLICKタスク (1CLICK-2)では，S-measure

およびT-measure，両評価指標を組み合わせたS♯-measure
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という評価指標を利用することで，参加システムの性
能を定量化した [Sakai 12]．S-measureはより重要な情
報を要約の先頭に出力するシステムを高く評価する．例
えば，図 1のシステム出力のうち，S-measureは正解
情報を先頭に出力する (b)を (a)よりも高く評価する．
一方で，T-measureは正解情報の割合が高い結果を高
く評価する指標であり，図 1の例では (b)を (c)よりも
高く評価する．S♯-measureは S-measureとT-measure

の調和平均であり，1CLICK-2ではこの指標を主たる
評価指標としている．
本論文では，1CLICK-2における取り組みと参加チー

ムの提案システムを紹介することによって，1CLICKタ
スクが目指すモバイル「情報」検索を説明し，1CLICK
タスクに参加するメリットについて述べる．また，1CLICK
タスクを引き継ぎ，現在進行しているMobileClickタ
スクについても紹介する．

2 1CLICK-2の概要

1CLICK-2タスクは 10回目のNTCIRにて企画され，
2012年 8月に本番クエリの公開，同 10月に結果の提
出，2013年 6月にNTCIR Conferenceにて結果の報告
がされた．対象言語は日本語と英語であり，世界 5ヵ国
から 10チームの参加があった．参加チームは 1CLICK

システムを構築してその優劣を競い，本論文の著者に
よって構成されるオーガナイザはタスクを定義し参加
チームの評価を担当している．
1CLICK-2のメインタスクは冒頭でも述べたとおり，

与えられたクエリに対して複数文書を要約した結果 (日
本語：500文字もしくは 140文字，英語：1000文字もし
くは 280文字)を出力するというものである．参加者は
3種類のランを選ぶことができ，それぞれ，Mandatory

ラン（提出必須．配布された文書集合の中から要約を
作成する），Oracleラン（配布された文書集合とクエ
リへの適合文書 IDリストから予約を作成する），Open

ラン（任意の文書集合から要約を作成できる）となっ
ている．
参加者にはクエリと文書集合が配布され，各クエリ

に対して決められた文字数以内の要約を出力すること
が求められる．クエリはARTIST（例：「倉木麻衣」）,

ATHLETE（例：「イチロー」）, POLITICIAN（例：
「小池百合子 キャスター」）, ACTOR（例：「栗山千明
カーネーション」）, FACILITY（例：「京都真如堂」）,

GEO（例：「京都市 スーパー銭湯」）, DEFINITION

（例：「gps」）, QA（例：「なぜ猫はのどを鳴らすのか」）
の 8つのカテゴリのうちのいずれかに属しており，合
計 100クエリが参加者に配布された．
参加者が 1CLICKシステムを構築する一方で，オー

ガナイザー側は，参加者に配布したものと同じ文書集

図 2: 提出されたランと iUnitのマッチング．

合から，各クエリについて iUnitと呼ばれる適合情報
の抽出を行った．iUnitの例は冒頭にて述べたとおり，
表 1に示されている．
参加者からランを受け取った後，オーガナイザによっ

て 1CLICKシステムが評価された．まず，提出された
ランのどの部分が用意された iUnitに合致するのかを
人手で判定した．この作業の様子を図 2に示す．評価
者は左側に表示されたランの内容から，右側に表示さ
れた iUnitに合致する部分をマウスで選択し，ランの
どの箇所が各 iUnitに対応しているのかを簡単に記録
することができるようになっている．
提出されたランと iUnitのマッチングの後，各シス

テムは S-measure, T-measure, および，S♯-measureに
よって評価され，この結果は参加チームへと公開され
た．次節では参加チームが利用したアプローチについ
て簡単に紹介し，次々節では各システムの結果につい
て触れる．

3 1CLICK-2の参加チーム

本節では 1CLICK-2のメインタスクに参加したチー
ムがとったアプローチについて簡単に紹介する．詳細
についてはNTCIR-10会議論文集 1を参照して欲しい．
TTOKU (東京工業大学) チーム は 1CLICKタスク

を要約問題として取り組んだ [Morita 13]．要約には
Query SnowBall というクエリ指向要約手法が用いら
れ，元のテキストをそのまま抜粋するだけではなく文
圧縮も行っている．MSRA (マイクロソフトリサーチア
ジア)チームは，クエリタイプごとに重要な属性を抽出
し，それらの属性を元にして文をランキングすること
で要約を作成している [Narita 13]．NSTDB (奈良先端
科学技術大学院大学) チームは，配布されたHTML文
書を XML文書に変換することによって，1CLICKタ
スクをXML要素検索の問題と捕らえ，他のチームとは
違う視点から本タスクに取り組んでいる [Keyaki 13]．

1http://research.nii.ac.jp/ntcir/workshop/
OnlineProceedings10/NTCIR/toc_ntcir.html

人工知能学会 インタラクティブ 
情報アクセスと可視化マイニング研究会(第5回) 
SIG-AM-05-13

65-　　　-



ut (トゥウェンテ大学) チームは様々なAPI（Freebase

TEXT APIやYahoo! GeoPlanet APIやなど）を組み
合わせることによって，各クエリタイプに特化した結
果を出力している [Ionita 13]．udem (モントリオール
大学) チームは質問応答技術に基づいた手法によって，
異なるクエリタイプに対し統一的な方法をもって取り
組んでいる [Duboue 13]．KUIDL (京都大学) チーム
はWeb文書から属性と属性値のペアを抽出し，それを
ランキングすることによって構造を意識した要約に挑
戦している [Manabe 13]．
要約，属性抽出，XML文書検索，マッシュアップ，

質問応答，情報抽出と，上述の 6チームのキーワード
のみを拾ってみても，そのアプローチは多岐にわたっ
ていることがわかる．したがって，1CLICKタスクは
多様な興味を持つ研究者が参加できるタスクであると
言える．ぜひ，少しでも関連のある研究をしている場
合には，参加を検討していただきたい．

4 1CLICK-2の結果

図 3および図 4は 1CLICK-2日本語ランと英語ラン
の結果をそれぞれ表している．両グラフとも横軸には提
出されたランが S♯-measureの高い順に並んでおり，縦
軸は S♯-measureを表している．詳細は割愛するが，今
回の 1CLICKタスクではベースライン（図中の ORG

およびBASELINE）が意外にも良い結果を出しており，
1CLICKシステムには改善の余地が大いにあると言え
る．ベースラインにはWikipediaの最初の文章や検索
結果の上位数件のスニペットを結合したものが用いら
れており，Wikipediaにあるようなエンティティ名を
クエリにした場合にはこれらの手法で十分に良い結果
が得られている．一方で，あるエンティティに関する
概要的な情報だけではなく，より特化した情報が正解
となるようなクエリ（「中村紀洋 ホームラン」や「ロ
バート ケネディキューバ」など）に対しては，単純な
ベースライン手法はそれほど有効でないことがわかっ
ている．
いくつかのクエリタイプに対しては，参加チームの

システムがベースラインに勝っている．例えば，FA-

CILITYクエリに対しては，KUIDLチームが最も良い
結果を残しており，これは同チームの情報抽出に基づ
く手法が FACILITYクエリの iUnit（住所や電話番号
など）を発見するのに適していたと考えられる．QAク
エリでは，TTOKUチームのランが最も良い結果を残
している．同チームの要約に基づく手法が特に質問応
答タスクに似た QAクエリの設定に効果的であったと
思われる．

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

S
#
-m
e
a
s
u
r
e

overall

図 3: 1CLICK-2日本語ランの結果
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図 4: 1CLICK-2英語ランの結果

5 MobileClickタスク

11回目のNTCIRでは，1CLICKタスクはMobileClick

タスクとその名前を変えて継続される予定である．Mo-

bileClickタスクではよりモバイル環境の検索に焦点を
当て，与えられたクエリに対して 2層の要約を出力す
るタスクとなっている．図 5に 2層の要約の例を示す．
MobileClickシステムの第 1層の出力は同図の中央の
スクリーンショットのように，与えられたクエリの概
要的な情報とより詳細な情報へのリンクを含んでいる．
ユーザは表示されたリンクをクリックすることで，同
図の右側にあるような画面へと遷移することができる．
この出力は 1CLICKタスクよりも現実的な，また，た
くさんの情報を一画面で見ることができないモバイル
ユーザにとって効果的な提示方法となっている．
一方で，このようなタスクは参加者にとってもより

挑戦的な内容となっている．参加チームは取得した情
報を第 1層に表示するべきか，もしくは，第 2層に表
示するかの選択を行わなくてはならない．取得された
情報がどのユーザにとっても有益（概要的）であれば
第 1層に，ある特定のユーザにとって有用であれば第
2層に提示した方が，1CLICKタスクでの評価基準で
あった「即座に重要な情報」，「必要最低限の閲覧文章
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図 5: MobileClickタスクの出力例

表 2: MobileClickのスケジュール．

2013年 8月 Webページ公開

10月 サンプルクエリ・iUnit公開

2014年 3月 テストクエリ公開

4月 ラン提出締切

8月 評価結果公開

12月 NTCIR-11 Conference

量」をより良く満たすことになる．
上述の変更点に加え，MobileClickタスクでは iUnit

検索サブタスク（重要な情報の断片を文書から抽出）
と iUnit要約サブタスク（与えられた重要な情報の断
片から 2層の要約を生成）の 2つのサブタスクを用意
しており，例えば，情報抽出にだけ興味がある参加者
は前者のサブタスクのみに，要約にだけ興味がある参
加チームは後者のサブタスクのみに参加することがで
きるため，今回のタスクではより多くの方々に広く門
戸を開いている．

6 まとめ

本論文では，1CLICK-2における取り組みと参加チー
ムの提案システムを紹介することによって，1CLICKタ
スクが目指すモバイル「情報」検索を説明し，1CLICK
タスクに参加するメリットについて述べた．また，1CLICK
タスクを引き継ぎ，現在進行しているMobileClickタ
スクについても紹介した．
現在のところ，MobileClickのスケジュールは表 2を

予定している．情報検索，自然言語処理，データベー
スなどに関する研究をしている方は，一度MobileClick

のホームページ 2 を訪れていただきたい．

2http://www.dl.kuis.kyoto-u.ac.jp/ntcir-11/
mobileclick/
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